
女性の働き方やライフプランに関する講座等の実施
（女性活躍推進事業） 【芦屋市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

事業の特徴

個別事業費 ６７ 千円

交付金額 33 千円

事業番号 ２

本市の総人口は減少傾向であり、年少人口（0～14歳）は年々減少し、
令和6年12月末では人口の約11.4%となっている。本市では、社会
環境の変化に応じた就学前教育・保育施設の整備や子どもたちが放課
後などを安全・安心に過ごせる居場所づくりなど仕事と子育てを両立
できる環境整備を進めているが、令和3年実施の芦屋市男女共同参画
に関する市民意識調査では、希望に応じた働き方の実現や、能力が
十分に発揮できる環境の整備が課題であることがわかった。

結婚・出産・育児などのライフイベントを理由に事業の休業や
廃業をしたり、会社を退職したり、また、就業等を継続する場
合でも、仕事復帰に向けた不安や、仕事と家庭生活の両立に関
する悩みを抱えている女性は多い。女性が望む活躍への支援の
ため、女性の不安を減らし、自分に合った働き方やライフプラ
ンを提案できる講座等を開催。働き方やライフプランは女性単
独の問題ではなく、家族が関わることが必要。一時保育付きで
実施

ハローワーク西宮や日本政策金融公庫と連携し、就労や起
業に関する知識取得に向けた講座を開催したことにより、
参加者には、最新の情報提供を行うことができたほか、就
労・起業支援を行う中での具体的なお困りごとに対応した
講義内容を提供できた。

受講者数の目標を35人以上としていたところ、41人（働き方セ
ミナー３人、就労支援講座13人、50代60代向け講座17人、起業
準備講座８人）で目標を達成した。また、事後アンケートによ
り、再就労した、又は概ね1年以内に再就労等の予定ありと回答
した女性は８人で目標（4人以上）を達成した。

ハローワーク西宮、日本政策金融公庫、兵庫県立男女共
同参画センター、近隣各市の男女共同参画センター、女
性活躍推進会議委員の所属先、市内保育所・幼稚園等

事業によっては、申込者が少ないものもあり、内容によ
っては、講師・参加者同士でコミュニケーションをとる
必要があり、少人数での開催が望ましく、定員や目標数
値の設定については精査が必要である。、また、受講者
を多く集めるため、オンラインを活用した講座に加えア
ーカイブ配信なども検討する。

目的・目標



事業の概要

起業を
目指す
女性

職業生活
で活躍を
望む女性

・相談
(再就労、起業など)
・講座参加

・情報提供
・同行支援 など

市の女性活躍推進事業
（直営）

市の女性活躍推進事業
（業務委託）

※学識経験者、団体代表
就業・起業支援者、行政関係者

・講師派遣依頼
・事業連携依頼

・講師派遣
・事業連携

・会議への参画
・情報共有

・事業評価

・講師依頼
・事業連携依頼

・講師派遣
・事業連携

市の他事業
・男女共同参画センター
・子育て施策 など

女性のためのステップ
相談（女性活躍相談）

女性の働き方やライフ
プランに関する講座等

デジタルを活用した
再就労等を目指す女性の
ためのスキルアップ講座

芦屋市女性活躍推進会議

ASHIYA RESUME
（芦屋リジューム）事業

民間
芦屋市商工会
女性起業家
市内コワーキング
スペース など

国や県
ハローワーク西宮
日本政策金融公庫
兵庫県立男女共同
参画センター など
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